
千
葉

。

千
葉
市
南
生
実
町

一
九
八
五
年

（
昭
６０
）
六
月
を

一
九
八
六
年
二
月

働
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

伊
藤
智
樹

。
金
丸
　
誠

・
山
田
貴
久

遺
物
包
含
地

縄
文
時
代
前
期
、
弥
生
時
代
中
期
、
古
墳
時
代
後
期
を
中

。
近
世

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

浜
野
川
遺
跡
群
は
、
千
葉
市
の
南
端
部
に
位
置
し
、
標
高
六
ｍ
前
後
の
海
岸

平
野
上
の
低
湿
地
遺
跡
で
あ
る
。

遺
跡
の
北
側
は
、
中
世
の
小
弓

城
跡
の
あ
る
台
地
と
接
し
、
南

側
は
水
田
地
帯
を
挟
ん
で
村
田

川
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。
河
川
改

修
と
都
市
計
画
道
路
建
設
事
業

に
と
も
な
う
発
掘
調
査
で
は
、

縄
文
時
代
前
期
の
貝
塚
と
弥
生

時
代
中
期
の
包
含
層
を
確
認
し

た
。
古
代

。
中
世
の
遺
構
は
検
出
さ
れ
ず
、
遺
物
も
、
や
や
渾
然

一
体
と
し
た

状
況
で
出
上
し
た
。
後
者
の
遺
物
と
し
て
は
、
曲
物

・
漆
塗
の
椀
な
ど
の
破
片

が
あ
げ
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
調
査
区
東
端
で
そ
れ
ら
の
遺
物
な
ど
と
共
に
包
含

層
よ
り
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「〔酔
鮮

鬱

急
如
律
令

　

　

　

　

　

　

　

（∞▼

聟

］
忌

文
字
は
い
ず
れ
も
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
り
判
読
し
た
。
木
筒
の
上
部
に
墨
痕

は
認
め
ら
れ
る
が
判
然
と
し
な
い
。
通
常
こ
の
種
の
呪
文
で
は

「急
」
の
後
に

「
く
」
の
文
字
の
み
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
で
は
認
め
ら
れ
な
い
様
で
あ

ヱ０
。

（金
丸
　
誠
）

654321

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代 浜雪

野の

川分
遺
跡

(千 葉)




